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1. はじめに 

御嶽山は，1979 年 10 月に有史初の噴火（水蒸気爆

発：中規模）をした．その後，1984 年 9 月に長野県

西部地震（山体崩壊：御嶽崩れ），1991 年 5 月およ

び 2007 年 3 月に小規模の噴火，2014 年 9 月に 1979

年と同規模の噴火が発生した．御嶽山南麗には王滝

川が流れ，多数の支川をもち，木曽川へ合流する． 

火山周辺河川の水質や生物相は，火山活動（噴火や

土砂なだれ）の影響を受けることが知られている．

前研究では，王滝川支川の一つである濁川は他の支

川と異なり，酸性が強く，Al や Fe などの元素が多

く，王滝川の水質に影響を与えていることを確認し

た（日本陸水学会東海支部会 第 19 回研究発表）． 

本研究では，火山活動の河川への影響をさらに把

握するため，濁川上流河川へ調査対象を広げ，元素

の存在状態を調べた．また，濁川における水質の経

年変化を観測した． 

 

2. 方法 

濁川上流河川の観測は 2016 年 9 月～2017 年 11

月の計 1～4 回おこなった．濁川上流河川の①伝上

川および②濁沢川，濁沢川上流の③赤川および④白

川，伝上川支川の⑤小野田沢，⑥濁沢川の支川（名

称がないため枝沢とする）で採水した．（伝上川水域：

山体崩壊付近，濁沢川水域：噴火口付近） 

濁川本川の観測は 2015 年 10 月～2017 年 11 月の

計 9 回おこなった．  

採水後，試料をテフロンろ紙（PTFE，0.5µm，φ

47mm）でろ過し，溶存態と懸濁態へ分離した．ろ

液は王水で処理した．ろ紙は王水で処理し 3 週間以

上放置後，超純水を加え抽出したものを懸濁態とし

た．測定項目は Na，Mg，Al，Si，P，S，K，Ca，

Ti，V，Cr，Mn，Fe，Co，Ni，Cu，Zn，As，Se，

Mo，Sn の 21 元素であり，島津 ICPE-9000（平成

24 年度 文科省私大研究設備整備費等補助金）で定

量した． 

 

3. 結果と考察 

濁川本川およびその上流河川では，測定項目 22 元

素のうち Na，Mg，Al，Si，S，K，Ca， Mn，Fe

が 0.01mgL-1以上の濃度であった．これらの濃度が

もっとも高かったのは，③赤川であった（例：Al 濃

度：濁川 5.05mgL-1，①伝上川 0.14mgL-1，②濁沢川

7.82mgL-1，③赤川 24.1mgL-1，④白川 2.14mgL-1，⑤

小野田沢 0.06mgL-1，⑥濁沢川の枝沢 0.04mgL-1）．御

嶽山噴火口付近を水域に持つ赤川は強酸性河川であ

り，溶存態の Al，Fe を多く含む火山地帯特有の水質

であった．そして白川，伝上川の合流にて希釈され

ていることが確認できた．また，山体崩壊の水域を

もつ伝上川では，溶存態の Na，Mg，Ca が多く含ま

れ，山体崩壊の影響が示唆された． 

本研究より，濁川本川は噴火口付近の強酸性河川

と土砂なだれの河川の影響を受けていることが，元

素濃度の観点からも明らかとなった．また，2015 年

10 月から 2 年間，濁川の元素濃度の変化に明確な傾

向がみられなかった．このことから，Al 等の高濃度

元素が，濁川から王滝川へ供給され続けていること

が示唆された． 
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